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（a）雷雲による静電誘導で発生した電線上の電荷
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窯 0        10      20      30       40      50
 バインド線先端からプローブ探針までの距離 D（c m）
図2－5 探針の位置Dと電位降下の代’表的な関係
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  0        10      20      30       40      50
  バインド線先端からプローブ探針までの距離 D（cm）
図2－7 探針の位置Dと沿面放電到達時刻t。の代表的な関係























































































）   △：負極性沿面放電
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！国0 30 40 50 60 70 80史    印加電圧波高値Vm （kV）
図3－1 印加電圧波高値一沿面放電進展長特性

















     」バインド線  1cm ］1cm
（a）バインド線先端の様相 （b）沿面放電先端の様相
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      ］      1cm
     バインド線先端の様相
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          大地
図3－9 電線表面電界の計算モデル
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30   40    50    60   70    80
印加電圧波高値Vm （kV）
図4－2 印加電圧波高値一沿面放電進展長特性
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     ］バインド線  1cm ］1cm
／ 絶縁電線
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     に侵入した場合を模擬）。図5－1の実験回路1（a）を使
     用。誘導雷を模擬するため、電線の心線にインパルス電圧を
     印加した。また、バインド線を放電電流観測用の抵抗（50Ω）
     を通して接地した。
 実験2：電線の心線を放電電流観測用の抵抗（50Ω）を通して接地し、
     バインド線に電圧を印加した場合（実験1との対比実験）。
     図5－1の実験回路1（b）を使用・
 実験3：電線表面電界を変化させる目的で、電線の下方hの距離に、
     下部電極として幅30cm、長さ200cmの銅板を電線と平行
     に設置した。下部電極を接地し、心線に電圧を印加した場合
     （hを小さくすると電線表面電界E。は大きくなる。例えば、
     印加電圧波高値V、＝80kVで、hが75～10cmまで変化す



















































十沿面放電       心線










     kV／cmまで変化する）。hの変化幅は10≦h≦75cmと
     した。図5－2の実験回路2（a）を使用。
 実験4：心線と下部電極に極性、波高値が同じ電圧を同時に印加した
     場合（E。は実験3の場合より減少する）。図5－2の実験





























































0     30    40    50    60    70    80





































バインド線      沿面放電
       〆
               ＼
             絶縁電線





    （実験2：バインド線に電圧印加）
バインド線      沿面放電
       〆
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             絶縁電線





    （実験2：バインド線に電圧印加）
一68一
     ］     1cm沿面放電      ］     1cmバインド線
     絶縁電線
（a）バインド線に電圧印加 （b）心線に電圧印加



















     絶縁電線
（a）バインド線に電圧印加 （b）心線に電圧印加
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   （c－2）先端ジャンプ型
    （C）負極性沿面放電






























 L＝0cm        Ec＝15．3kV／cm，L＝3．8cm
（c－1）L＝11cm     （c－2）L＝10cm
（c）t。＝〇一85μs，Vc＝50．7kV，Ec＝19．4kV／cm
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    （b）h：10cm        （c）h：1Ocm
     L：12cm        L＝150cm
   図5－15 負極性沿面放電先端の様相
（実験3：下部電極を接地（（a），（b））、
実験4：心線と下部電極に同一電圧を同時に印加（c）、


































































































ジャンプ現象開始電界E  ／ j




・’ @  h＝10cm













































































   進展長は、印加電圧波高値の上昇に伴って単調に増加する。
 （b）進展様相について
 ①心線に電圧を印加した場合
   印加電圧波高値によって、放電先端が電線表面に密着する場合
   とジャンプする場合の2通りが存在する。電線表面電界が増大す




    印加電圧波高値が変化しても、放電先端は常に電線表面に密着
























   が急激に上昇することが判明した。この領域における電位降下率
   は約7．1kV／cmであった。
 （3）放電進展停止時における放電先端と心線間の電位差は、約30kV
   である。これは、放電がバインド線先端から進展を開始する電圧








   進展長は印加電圧波高値の上界とともに単調に増加することが明
   礎となった。
 （2）負極性沿面放電は、印加電圧波高値の上昇とともに、進展長の
   増加する領域と減少する領域が現れる。増加する領域では、その
   進展は、電線表面に密着することがわかった。減少する領域では、
   その進展は、電線表面からジャンプする形態であることが判明し











   ときと変化しない。
 （2）負極性沿面放電の進展長は、印加電圧波高値の上昇とともに単
   調に増加することがわかった。また、放電は、電線下部に滴って












   受けないことが明らかにされた。
 （2）負極性沿面放電の進展長、進展様相は、電線表面電界の影響を
   受けることがわかった。すなわち、電界の増減とともに進展長も
   増減する。また、電界の増大とともに、進展形態が密着型からジ
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［Lij］ ［σj］ ＝［Vi］ （2）
 マトリックス［Lij］の各元は、与えられる境界の幾何学的形状から
定まる。 （2）式に左から［Lij］の逆マトリックスを乗じると、
（3）式のように電荷密度σjの値を求めることができる。
［σjコ＝［Lij］’1［Vi］（3）
ここで、 ［Lij］の各元は、 （4）式で表される。
一106一
・1］一 S÷、∫■、害．■ （4）
以上が表面電荷法の概略である。
（B）電界解析プログラム
 本電界解析プログラムは、入力が簡単であり、解析精度が良い表面電
荷法を用いたものである。これは、 （株）三菱電機伊丹製作所開発部が
開発したものである。
 このシステムは、下記のプログラムから構成されている。付図2にフ
ローチャートを示す。
（1）プリプロッサー
 解析次元の設定、形状作成、要素分割、物性値指定と、それらの修正
および理論式、近似式による単純形状の電界計算などを有する。
（2）解析
 表面電荷法により静電界解析を実行する。
（3）ポストプロセッサー
 解析結果として得られた境界上の電荷密度から、指定領域内の等電位
線図、電界強度のベクトル図を表示する機能を持つ。
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付図2 電界解析プログラムのフローチャート

